
為替週間展望＝ドル円は上昇基調で推移か

　　　　　　　　　　［３月２３日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    3 月 16 日～ 3 月 19 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  107.29   109.55(19)    105.15(16)    108.69   +1.07

ユーロ・ドル  1.1067   1.1237(16)    1.0802(18)    1.0928   -0.0179

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    16,552.83     -878.22     日本10年債利回り   0.103   +0.049

ダウ平均株価    19,898.92    -3286.70     米10年債利回り     1.192   +0.231

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２３日　カナダ１月卸売売上高

２４日　日本１月景気動向指数

　　　　米２月新築住宅販売件数

２５日　ＮＺ２月貿易収支

　　　　独３月ｉｆｏ景況感指数

　　　　英２月消費者物価指数、英２月生産者物価指数、英２月小売物価指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　米２月耐久財受注

　　　　米１月住宅価格指数

２６日　英２月小売売上高

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　米第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報値、米新規失業保険申請件数

２７日　米２月個人所得・個人支出

　　　　米３月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】リスク回避の円高が警戒されるものの、ドルも買われており、ドル

円は比較的底堅い動きを見せている。日米など各国の株価動向や米長期金利の動きを眺

めながら、目先は１０１～１０６円台のレンジで荒れた動きとなりそうとした。

　　　　

【ＦＲＢは１．００％の緊急利下げ】

　週明けの１６日の日本時間の朝、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）は緊急の米連邦公

開市場委員会（ＦＯＭＣ）を開催して１．００％の大幅利下げを決定した。政策金利は

０．００～０．２５％となり、ゼロ金利政策となる。米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）

は３日に０．５０％の緊急利下げをしたばかりだが、ＮＹダウが連日で１０００ドルを

超すような乱高下を続けており、市場の不安心理が高まっており、一段の利下げに踏み

切った。

　　

　利下げに加えて量的緩和策（ＱＥ）も復活させる。米国債を少なくとも５０００億ド

ル、住宅ローン担保証券（ＭＢＳ）を２０００億ドル購入する。当初、３月１７～１８

日のＦＯＭＣを１５日の日曜日に前倒しして開催して利下げと量的緩和拡大を決定する

異例の事態となった。

　　

　ＦＲＢによる大幅利下げにも関わらず、１６日の東京時間に米国株価指数先物が時間

外取引で急落して、ＮＹダウ先物はサーキットブレーカーが発動して１０００ドル超の

下げとなった。その晩のＮＹ市場ではＮＹダウは２９９７ドル安と過去最大の下げ幅と
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なった。ＦＲＢの緊急利下げがかえって不安心理を増幅させたようだ。

　　

　なお、１６日に日銀、ＦＲＢ、欧州中央銀行（ＥＣＢ）、英中銀（ＢＯＥ）など６つ

の中央銀行は、ドル資金を供給する枠組みを拡充する。民間銀行にドルを貸し出す際の

金利を引き下げ、これまで１週間だけだった貸出期間に３か月を加える。

　　

　１７日の米国株式市場では、ＦＲＢが企業の資金繰り支援のため、コマーシャルペー

パー（ＣＰ）の買い入れを表明したことや米政府が現金給付を含む１兆ドル規模の大規

模な景気対策などを計画していると報じられたことなどから買いが広がった。ＮＹダウ

は１０４８ドル高となった。１８日には１３３８ドル安となるなど、荒れた動きを続け

ながら下値を探る動きとなっている。

　　

　米国株だけでなく、各国の株価も大きく値を崩しており、下げ止まりの気配が感じら

れない。こうした中、リスク回避で買われやすいはずの金や米国債まで売られている

（米国債売り＝利回り上昇）。米１０年物国債利回りは１９日の東京時間に一時１．２

７％前後まで上昇している。ドルキャッシュの手当てのために流動資産が売られてドル

買いの動きとなっている。

　　

　ＦＲＢによる緊急利下げを受けて、ドル円は１６日の朝方、１０５円台後半まで下落

した。その後、日銀が１６日に臨時の金融政策決定会合を開催すると報じられたこと

で、円高進行は一服して一時１０７円台半ばまで上昇した。１６日の日銀金融政策決定

会合では、ＥＴＦの買い入れ増額などを決定している。その後、ドル円は軟調な動きと

なって、欧州株の下落を受けて１０５円台前半まで円高に振れた。その後は振幅を続け

ながらドル買いの動きとなって、１９日にドル円は１０９円台まで上昇している。

　　

　コロナショックの影響でドル需要が増しており、ドル円も堅調な動きを見せている。

リスク回避の円買いが出ても極端な円高には傾きにくいとみられる。ドル円は荒れた動

きを続けながら上昇基調で推移しそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１０５．００

～１１２．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２４日に日本１月景気動向指数、米２月

新築住宅販売件数、２５日にＮＺ２月貿易収支、米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米２月

耐久財受注、米１月住宅価格指数、２６日に米第４四半期国内総生産（ＧＤＰ）確報

値、米新規失業保険申請件数、２７日に米２月個人所得・個人支出、米３月ミシガン大

学消費者信頼感指数確報値などがある。

　　

【ドルの堅調さなどからユーロドルは軟調な動きか】

　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）以外にも各国中銀が利下げに動いている。１６日に

ＮＺ準備銀行（ＲＢＮＺ）は０．７５％の利下げ、韓国中銀は０．５０％の利下げ、１

７日にトルコ中銀は１．００％の利下げ、１９日にブラジル中銀は０．５０％の利下

げ、豪中銀（ＲＢＡ）は０．２５％の利下げに動いている。そうした中、１９日に欧州

中央銀行（ＥＣＢ）は７５００億ユーロの緊急量的緩和策を発表した。こうした発表で

も各国の株価は下げ止まりを見せていない。

　　

　欧州での新型コロナウイルスの感染拡大を背景に欧州株は下げを続けており、ユーロ

ドルも売りに押されている。イタリアでの感染者数や死亡者数の拡大が続いており、他

国でも国境の一時的閉鎖などの措置が取られている。先行き不透明感が根強く、欧州株

安やユーロ安が続いている。また、ドル需要の高まりもユーロドルの下げにつながって

いる。ドルの堅調さもあって、ユーロドルは引き続き軟調な推移となりそうだ。ユーロ

ドルの目先の予想レンジは、１．０６００～１．１１００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２３日にカナダ１月卸売売上高、２５日に

ＮＺ２月貿易収支、独３月ＩＦＯ景況感指数、英２月消費者物価指数、英２月生産者物

価指数、英２月小売物価指数、２６日に英２月小売売上高、英中銀（ＢＯＥ）政策金利

などがある。
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